
CLDN18.2 陽性 HER2 陰性 切除不能 進行 再発 胃がんでの 

1st line としての 

mFOLFOX6+ゾルベツキシマブ療法について 

 

スケジュール 

mFOLFOX6+ゾルベツキシマブ 

ゾルベツキシマブ(ビロイ®) 800mg/ m2 d.i.v.  day1 

2 サイクル以降は 400mg/ m2(原法は 600mg/ m2を 21日毎) 

L-OHP(オキサリプラチン®) 85mg/m2 d.i.v.  day1 

l-LV(アイソボリン®) 200mg/m2 d.i.v.  day1 

5-FU 400mg/m2 i.v.  day1 

5-FU 2400mg/m2 46hr d.i.v. day1 

          14日毎 

支持療法として 

Day1:注射ホスネツピタント、パロノセトロン、ファモチジン、デキサメタゾン、内服ジフェンヒドラミン 

Day2-3:内服デキサメタゾン 

 

ガイドライン上の扱い 

日本胃癌学会ガイドライン委員会「速報」 

CLDN18.2 陽性かつ HER2 陰性の治癒切除不能な進行・再発胃癌/胃食道部接合部癌に対する、一次治療として、

ゾルベツキシマブ+化学療法(mFOLFOX6 もしくは CAPOX)を推奨する 

 

治療効果 

CLDN18.2 陽性 HER2 陰性 切除不能 進行 再発 胃がん患者で 

1st line での 

mFOLFOX6 へのゾルベツキシマブの上乗せ効果をみた 

第Ⅲ相試験(SPOTLIGHT 試験) 

N=565 

 

mFOLFOX6+ゾルベツキシマブ vs  mFOLFOX6 

PFS(無増悪生存期間)中央値 10.6 ヶ月 vs  8.6 ヶ月 

OS(全生存期間)中央値 18.2 ヶ月 vs  15.5 ヶ月 

 

副作用％（Grade3以上） 

mFOLFOX6+ゾルベツキシマブ vs  mFOLFOX6 

好中球減少 19.4% vs 15.8%(13.6% vs 11.2%) 貧血 14.3% vs 17.3%(3.9% vs 3.2%) 

悪心 68.8% vs 37.1%(12.5% vs 2.2%) 嘔吐 57.7% vs 15.1%(12.9% vs 1.4%) 

下痢 18.3% vs 16.9%(1.1% vs 0%) 便秘 10.0% vs 9.4%(0.7% vs 0%) 

疲労 17.6% vs 20.9%(2.9% vs 2.2%) 

Infusion reaction(腹痛、発熱、疲労、高血圧など) 64.2% vs 46.4%(12.9% vs 3.6%) 

 

備考 


